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一　

問
題
の
所
在

　

故
人
の
供
養
の
た
め
の
墓
標
は
、
江
戸
時
代
に
階
層
別
の
規
制
に
基
づ
い
て
造

立
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
代
は
各
地
の
中
世
以
来
の
石
造
供
養
塔
の
系
譜
を
承

け
た
地
区
別
の
伝
統
が
墨
守
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
代
に
な
っ
て
全
国
統
一
的

な
近
世
墓
標
が
確
立・

普
及
し
て
い
る（
１
）。

　

十
七
世
紀
代
に
各
地
の
伝
統
を
継
受
し
た
墓
石
が
造
立
さ
れ
て
い
る
中
で
、
幕

府
所
在
地
で
あ
る
東
都
を
中
心
と
す
る
東
日
本
に
お
い
て
は
、
新
た
な
近
世
墓
標

が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
正
面
上
部
に
は
社
寺
建
築
の
入
り
口
上
部
屋
根
の
形

状
で
あ
る
唐
破
風
を
写
し
た
半
円
形
の
額
部
を
造
作
し
、
正
面
下
部
に
は
蓮
華
文

を
表
わ
し
た
基
礎
部
を
明
確
に
し
、
頂
部
を
尖
が
ら
せ
て
背
面
を
丸
く
舟
底
状
に

仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
墓
標
に
つ
い
て
は
特
徴
的
な
形
態
の
ど
の
部

分
に
留
意
す
る
か
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
名
称
は
研
究
者
個
々
に
異
な
っ
て
お
り
、

「
舟
形
碑
」、「
栱
式
平
石
塔
」、「
板
碑
形
石
塔
」、「
光
背
形
墓
標
」、「
破
風
付
板
碑

形
石
碑
」、「
破
風
文
板
碑
型
石
塔
」、「
唐
破
風
文
型
墓
塔
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
形
状
を
基
本
と
す
る
考
古
学
的
な
分
類
に
基
づ
け
ば
、
尖
頂
舟
形
墓
標
と

呼
称
す
る
の
が
適
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
東
京
都
大
田
区
の
日
蓮
宗・

池
上
本
門
寺
境

内
墓
地
に
所
在
す
る
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る
資
料
が
最
古

の
年
代
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
寛
文
期
以
降
に
普
及
し
、
享
保
期
頃
ま
で
相

対
的
な
下
位
階
層
の
主
体
的
墓
標
と
し
て
展
開
し
て
い
る
状
況
を
確
認
で
き
る
。

　

近
世
に
造
立
さ
れ
た
墓
石
は
、
身
分
秩
序
を
反
映
し
て
支
配
者
階
層
で
あ
る
武

士
層
を
上
位
と
し
て
町
人・

庶
民
ま
で
、
一
定
の
規
制
に
従
っ
て
造
立
さ
れ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る（
２
）。 

　

徳
川
将
軍
家
を
頂
点
と
す
る
大
名
の
格
差
を
内
包
し
た
墓
石
は
、
将
軍
家
の
宝

塔
を
最
高
位
と
し
て
石
造
塔
の
種
別
を
異
に
し
て
お
り（
３
）、
幕
府
直
参
旗
本
墓
に
も
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一
定
の
造
立
規
制
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

尖
頂
舟
形
墓
標
は
大
名
墓
の
墓
石
型
式
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
旗
本
墓
に
は
江
戸
時
代
初
期
に
限
定
し
て
若
干
の
採
用
例
を
確

認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
は
尖
頂
舟
形
墓
標
は
大
名・

旗
本
な
ど
の
支

配
者
階
層
の
当
主
墓
に
は
採
用
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
大
名
の
子
女・

家
臣
な
ど
の

墓
石
と
し
て
使
用
さ
れ
、
町
人
、
庶
民
な
ど
を
含
む
相
対
的
な
下
位
階
層
に
受
容

さ
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

　

近
世
初
頭
の
武
士
階
層
で
あ
る
旗
本
当
主
墓
に
主
体
的
に
採
用
さ
れ
た
墓
石
型

式
は
宝
篋
印
塔
で
あ
り
、
一
部
に
無
縫
塔
な
ど
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
や

や
時
期
を
隔
て
て
宝
篋
印
塔
の
造
立
も
制
限
さ
れ
、
笠
付
方
柱
墓
標
が
主
体
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
合
せ
て
下
位
階
層
で
は
方
柱
状
石
材
の
頂
部
を
成
形

し
た
近
世
墓
標
が
成
立・

普
及
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
宝
篋
印
塔・

笠
付
方
柱
型
墓
標
が
主
体
を
な
す
旗
本
当
主
墓
に
あ
っ
て
、

僅
少
例
で
は
あ
る
が
頂
部
が
尖
っ
た
、
墓
標
本
体
の
断
面
方
形
な
い
し
は
方
柱
状

を
呈
す
る
特
徴
的
な
墓
石
型
式
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
旗
本
墓
所
の
ほ
か

に
、
大
名
墓
所
に
お
い
て
も
類
似
す
る
墓
石
型
式
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

確
認
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
だ
総
体
が
不
明
確
で
あ
る
近
世
墓
石
の

型
式
別
序
列
の
確
立
の
一
助
と
し
た
い
。

二　

個
別
事
例
の
検
討

【
一
】　
横
浜
市
：
三
佛
寺
：
宅
間
家
墓
所（
４
）

　

神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
に
所
在
す
る
浄
土
宗・

三
佛
寺
に
は
、
旗
本
七
三
〇
石

宅
間
家
の
墓
所
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。

　

宅
間
氏
は
藤
原
氏
良
門
流
で
あ
り
、
上
杉
氏
の
支
流
で
あ
る
。『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
に
よ
れ
ば
初
代
規
富
は
北
條
氏
直
に
属
し
、
元
和
七
年
に
六
三
歳
で
没
し
武

蔵
国
都
筑
郡
二
俣
川
村
の
三
佛
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

宅
間
家
墓
所
中
に
は
、
宝
篋
印
塔
に
先
行
す
る
墓
石
型
式
と
し
て
二
基
の
屋
弛

型
墓
標
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
屋
弛
型
墓
標
と
は
方
形
板
状
の
墓
標
本
体
の
上
部

に
、
山
形
に
額
部
が
突
出
す
る
屋
根
を
一
体
と
し
て
造
作
し
た
、
幅
一
尺
、
高
さ

四
～
五
尺
規
模
の
角
礫
を
多
く
含
ん
だ
凝
灰
岩
を
使
用
し
て
製
作
し
た
、
相
模
西

部
の
酒
匂
川
流
域
の
足
柄
平
野
周
縁
部
に
主
体
的
に
分
布
す
る
、
近
世
初
頭
の
地

域
色
に
富
ん
だ
墓
標
型
式
で
あ
る
。

　

二
基
の
屋
弛
型
墓
標
の
う
ち
一
基
に
は
「
元
和
五
年
／
碩
誉
源
廓
大
禅
定
門
」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
初
代
規
富
の
墓
標
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紀
年
銘
は
文
献
記
載

年
と
異
な
っ
て
い
る
。
中
心
分
布
域
を
離
れ
て
横
浜
市
二
俣
川
地
区
に
屋
弛
型
墓

標
が
所
在
す
る
背
景
は
、
初
代
規
富
が
北
條
氏
に
属
し
た
小
田
原
地
域
と
の
有
縁

関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
並
置
し
て
い
る
い
ま
一
基
の
屋
弛
型
墓
標
に
は
「
元
和
三

年
／
南
無
阿
弥
陀
佛
心
誉
□
□
」
と
認
め
ら
れ
、
初
代
規
富
室
の
墓
標
と
思
わ
れ

る
。



近
世
墓
標
の
一
形
態

二
五

　

宅
間
家
は
二
代
忠
次
が
天
正
十
九
年
に
召
さ
れ
て
家
康
に
仕
え
、
関
ケ
原
の
役
、

元
和
の
役
に
も
し
た
が
い
、
寛
永
二
年
に
武
蔵
国
都
筑
郡
相
模
国
高
座
郡
の
う
ち

に
お
い
て
三
五
〇
石
余
を
賜
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
代
憲
良
の
と
き
加
増
を
う
け

七
三
〇
石
余
を
知
行
し
て
い
る
。

　

寛
永
十
三
（
一
六
三
六
）
年
に
没
し
た
二
代
忠
次
、
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年

に
没
し
た
三
代
憲
之
の
墓
塔
と
し
て
宝
篋
印
塔
が
採
用
さ
れ
た
後
、
正
徳
三
（
一

七
一
三
）
年
に
没
し
た
四
代
憲
良
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
に
没
し
た
五
代
憲

充
の
墓
塔
に
は
尖
頂
舟
形
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
当
主
墓
の
宝
篋
印
塔

の
造
立
が
停
止
し
た
後
に
尖
頂
舟
形
墓
標
を
採
用
す
る
類
例
は
、
現
在
他
に
確
認

さ
れ
な
い
稀
少
例
で
あ
る
。

　

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
に
没
し
た
六
代
良
豊
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に

没
し
た
七
代
紀
峯
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
没
し
た
八
代
憲
凞
、
安
政
六
（
一

八
五
九
）
年
に
没
し
た
九
代
憲
補
ま
で
は
、
尖
頂
舟
形
墓
標
か
ら
の
変
遷
を
明
確

に
確
認
で
き
る
尖
頂
方
形
墓
標
を
採
用
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
特
徴
的
近
世
墓
標
型
式
の
一
類
型
と
し
て
の
尖
頂
方
形
墓
標
出
現
の
一

つ
の
系
譜
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

宅
間
家
墓
所
に
お
け
る
尖
頂
舟
形
墓
標
は
図
示
し
た
１
～
６
の
六
基
で
あ
り
、

７
～
10
は
基
本
を
変
容
し
た
尖
頂
方
形
墓
標
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
尖
頂

舟
形
墓
標
の
規
模
は
、
１
の
本
体
高
さ
137
㎝
、
幅
52
㎝
、
厚
さ
22
㎝
が
最
大
で
あ

り
、
６
で
は
厚
さ
は
28
㎝
と
勝
る
も
の
の
本
体
高
さ
121
㎝
、
幅
50
㎝
と
縮
小
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
四
基
の
尖
頂
方
形
墓
標
は
、
本
体
高
さ
は
112
～
117
㎝
と
小
形

化
す
る
が
、
厚
さ
は
舟
形
か
ら
垂
直
化
す
る
に
伴
っ
て
最
大
で
30
㎝
と
な
っ
て
い

る
。

　

尖
頂
舟
形
墓
標
で
は
、
１
～
３
ま
で
は
継
続
し
て
本
体
下
端
の
基
礎
部
に
蓮
華

文
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、４・

５
で
は
蓮
華
文
は
消
失
し
、６
で
矮
小
化
し
た
蓮
華

文
が
復
活
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
尖
頂
方
形
墓
標
で
は
、
本
体
下
端
の
基
礎
部

に
蓮
華
文
を
表
現
す
る
こ
と
な
く
、
あ
わ
せ
て
基
礎
部
は
縮
小
し
て
い
る

　

変
化
の
著
し
い
本
体
基
礎
部
に
対
し
て
、
本
体
上
部
に
表
現
さ
れ
た
半
円
形
の

造
作
は
尖
頂
舟
形
墓
標・

尖
頂
方
形
墓
標
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
尖
頂
舟
形
墓

標
で
は
半
円
形
造
作
は
僅
か
に
突
出
さ
せ
て
お
り
、
２
～
６
で
は
上
部
に
天
蓋
を

表
現
し
て
い
る
。

　

墓
標
形
態
変
容
の
画
期
は
７
の
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る

資
料
で
あ
り
、
背
面
の
舟
形
成
形
か
ら
平
坦
成
形
に
転
化
し
、
本
体
下
下
端
の
基

礎
部
は
高
さ
を
減
じ
、
本
体
上
部
の
尖
頂
部
分
の
高
さ
を
低
く
し
て
い
る
。

　

墓
標
に
鐫
刻
さ
れ
た
俗
名
お
よ
び
戒
名
を
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
り
確
認

第１図　横浜市・三佛寺
　　宅間家墓所



立
正
大
学
大
学
院
紀
要
　
三
十
号

二
六

す
る
と
、
１
は
父
に
先
だ
っ
て
没
し

た
三
代
憲
之
の
嫡
男
宅
間
八
郎
兵
衛

憲
次
の
墓
石
で
あ
り
、
２
は
四
代
憲

良
の
弟
宅
間
武
大
夫
憲
清
の
墓
石
と

確
認
で
き
る
。
宅
間
憲
清
は
四
代
憲

良
の
弟
で
あ
り
、
廩
米
二
百
俵
を
分

か
た
れ
て
別
家
を
立
て
て
い
る
。
戒

名
は
「
地
隆
院
殿
月
謙
後
雪
居
士
」

で
あ
り
、
院
殿
号
で
あ
る
が
誉
号
戒

名
を
用
い
な
い
一
〇
字
戒
名
と
す
る

こ
と
で
、
誉
号
戒
名
を
用
い
た
十
二

字
戒
名
と
す
る
本
家
墓
標
と
の
違
い

を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
３
は
俗
名
を
宅
間
善
兵
衛
と
す
る

が
、
系
図
に
該
当
す
る
者
を
確
認
で

き
な
い
。
戒
名
は
「
覚
樹
院
殿
底
雄

然
友
信
士
」
で
あ
り
、
院
殿
号
を
用

い
る
も
の
の
信
士
の
一
〇
字
戒
名
と

し
て
お
り
、
２
と
同
じ
く
本
家
当
主

か
ら
外
れ
る
別
家
関
連
の
墓
標
と
想

定
で
き
る
。

第２図　宅間家・墓石
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４
は
三
代
憲
之
の
妻
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
戒
名
は
「
超
岳

院
殿
鏡
誉
清
円
大
姉
」
と
し
て
、

院
殿
号
、
誉
号
戒
名
を
用
い
た

十
字
戒
名
で
あ
り
、
別
家
戒
名

と
は
差
を
つ
け
て
い
る
。

　
５
は
、
四
代
当
主
の
宅
間
伊

織
憲
良
の
墓
石
で
あ
り
、
戒
名

を
「
専
禰
院
殿
念
誉
全
性
自
覚

居
士
」
と
し
た
誉
号
戒
名
を
用

い
た
十
二
字
戒
名
で
あ
る
。
６

は
五
代
当
主
で
あ
る
宅
間
主
膳

憲
充
の
墓
石
で
あ
り
、
７
は
、

六
代
当
主
の
宅
間
与
右
衛
門
良

豊
の
墓
石
で
あ
る
。
と
も
に
本

家
の
当
主
と
し
て
の
誉
号
戒
名

を
用
い
た
十
二
字
戒
名
で
あ
る
。

　
８
は
、
七
代
当
主
の
宅
間
豊

後
守
紀
峯
の
墓
石
で
あ
り
、
従

五
位
下
に
叙
任
さ
れ
豊
後
守
の

名
乗
り
を
許
さ
れ
た
宅
間
家
で

は
傑
出
し
た
人
物
で
あ
る
。
戒
名
を
「
秀
厳
院
殿
従
五
位
下
仁
誉
春
悟
道
壽
大
居

士
」
と
し
て
特
に
従
五
位
下
を
入
れ
大
居
士
と
し
て
い
る
。

　
９
は
、
八
代
当
主
の
宅
間
与
右
衛
門
憲
凞
の
墓
石
で
あ
り
、
10
は
、
九
代
当
主

夫
妻
の
戒
名
を
並
記
し
た
世
代
墓
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
寛
永
年
間
に
宝
篋
印
塔
を
当
主
墓
石
と
し
て
採
用
し
た
後
に
、
多

く
の
旗
本
当
主
の
墓
石
型
式
は
笠
付
方
形
墓
標
に
変
遷
し
て
お
り
、
尖
頂
舟
形
墓

標
を
採
用
す
る
例
は
こ
の
宅
間
家
以
外
に
現
在
は
確
認
で
き
な
い
。
笠
付
方
形
墓

標
採
用
に
先
だ
っ
て
尖
頂
舟
形
墓
標
を
旗
本
歴
代
当
主
墓
石
採
用
す
る
例
は
、
埼

玉
県
朝
霞
市
の
東
円
寺
に
造
営
さ
れ
た
土
岐
家
七
百
石
の
墓
所
に
確
認
さ
れ
る
程

度
で
あ
り
、
墓
石
の
格
付
け
で
は
尖
頂
舟
形
墓
標
が
宝
篋
印
塔
お
よ
び
笠
付
方
形

墓
標
よ
り
低
位
で
あ
る
点
は
明
白
で
あ
る
。
か
か
る
傾
向
の
中
で
、
旗
本
宅
間
家

当
主
墓
石
と
し
て
の
尖
頂
舟
形
墓
標
の
採
用
の
背
景
は
明
確
で
は
な
い
。

　

大
名
墓
に
お
い
て
も
、
例
外
的
に
尖
頂
舟
形
墓
標
を
採
用
し
た
事
例
を
確
認
で

き
る
。
下
総
生
実
藩
一
万
石
森
川
家
の
事
例
で
あ
り
、
墓
所
は
千
葉
市
の
森
川
山

重
俊
院
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
名
に
明
確
な
如
く
に
、
旗
本
森
川
家
の
分
家

初
代
で
あ
る
森
川
重
俊
を
弔
う
た
め
に
、
分
家
二
代
の
重
政
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

森
川
氏
は
初
代
氏
俊
が
永
禄
八
年
に
徳
川
家
康
に
仕
え
、
軍
功
に
よ
り
関
東
入

部
に
伴
い
上
総
国
山
辺
郡
の
内
に
お
い
て
采
地
二
千
石
を
賜
っ
た
。
慶
長
三
年
に

没
し
て
武
蔵
国
比
企
郡
の
宗
悟
寺
に
葬
ら
れ
、
後
代
々
葬
地
と
し
て
い
る
。

　

森
川
重
俊
は
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
に
氏
俊
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
慶

戒　　名 年　　号 高さ 幅 厚さ
１ 宅間八郎兵衛憲次 松厳院殿貞誉江翁孤舟居士 延宝２ 1674 137㎝ 52㎝ 22㎝
２ 宅間武大夫憲清 地隆院殿月謙後雪居士 天和３ 1683 136㎝ 50㎝ 27㎝
３ 宅間善兵衛 覚樹院殿底雄然友信士 元禄３ 1690 126㎝ 50㎝ 30㎝
４ 宅間憲之妻 超岳院殿鏡誉清円大姉 元禄７ 1694 127㎝ 52㎝ 20㎝
５ 宅間伊織憲良 専禰院殿念誉全性自覚居士 正徳３ 1713 117㎝ 50㎝ 25㎝
６ 宅間主膳憲充 随徳院殿暫誉月仙秋白居士 享保元 1716 121㎝ 50㎝ 28㎝
７ 宅間与右衛門良豊 崇厳院殿徳誉仁可亮興居士 明和７ 1770 112㎝ 48㎝ 20㎝
８ 宅間豊後守紀峯 秀厳院殿従五位下仁誉春悟道壽大居士 文化２ 1805 114㎝ 50㎝ 28㎝
９ 宅間与右衛門憲凞 義光院殿然誉白照道廓居士 文政10 1827 115㎝ 48㎝ 28㎝

10 宅間伊織憲補 清光院殿浄誉真弡教学居士 安政６ 1859 117㎝ 46㎝ 30㎝
至誠院殿深誉心月廣照大姉

第１表　宅間家墓所、墓石一覧
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二
八

長
二
年
に
徳
川
秀
忠
に
拝
謁・

勤
仕
し
て
十
四
年
に
下
野
国
内
に
三
千
石
を
賜
っ

た
。
そ
の
後
、
軍
功
あ
っ
て
加
増
さ
れ
、
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
に
上
総・

下

総・

相
模
国
内
に
一
万
石
を
領
し
、
下
総
生
実
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
翌
年
に
は
老
中

と
な
っ
た
が
、
寛
永
九
年
に
秀
忠
が
逝
去
す
る
と
、
報
恩
の
た
め
に
四
九
歳
で
殉

死
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
名
に
列
し
た
重
俊
の
墓
石
と
し
て
尖
頂
舟
形
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

総
高
一
丈
を
測
る
大
形
製
品
で
あ
る
。
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
没
し
た
重
俊

室
の
墓
石
も
、
同
規
模
の
尖
頂
舟
形
墓
標
で
あ
り
、
並
列
す
る
状
況
は
圧
巻
で
あ

る
。
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
没
し
た
二
代
重
政
の
墓
石
は
総
高
八
尺
三
寸
規

模
の
尖
頂
舟
形
墓
標
で
あ
る
が
、
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
に
没
し
た
三
代
重
信

の
墓
石
は
宝
篋
印
塔
を
採
用
し
て
い
る
。

　

旗
本
墓
所
に
お
い
て
は
、
当
主
の
規
制
に
従
っ
て
墓
石
型
式
を
変
遷
し
た
後
、

変
遷
後
の
墓
石
型
式
を
継
続
使
用
す
る
の
が
通
有
の
状
況
と
い
え
る
。
こ
の
様
相

に
反
し
て
、
生
実
一
万
石
森
川
家
墓
所
に
お
い
て
は
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年

に
没
し
た
四
代
俊
胤
の
墓
石
は
総
高
七
尺
規
模
の
尖
頂
舟
形
墓
標
に
回
帰
し
て
お

り
、
以
後
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
没
し
た
十
一
代
俊
位
に
至
る
ま
で
継
続
使

用
さ
れ
て
い
る
。
大
名
墓
墓
所
と
し
て
は
、
確
認
唯
一
の
稀
少
例
と
し
て
留
意
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

寛
文
期
以
降
に
庶
民
階
層
に
普
及
し
た
、
一
般
的
に
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

尖
頂
舟
形
墓
標
を
敢
え
て
墓
石
型
式
と
し
て
採
用
し
た
事
由
は
、
大
名
墓
に
特
有

な
従
前
の
墓
石
型
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
型
式
創
案
の
一
端
と
し
て
の
特
異

型
式
の
維
持
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

【
二
】　
坂
戸
市
：
永
源
寺
：
島
田
家
墓
所（
５
）

　

旗
本
二
千
石
の
島
田
家
墓
所
は
、
埼
玉
県
坂
戸
市
永
源
寺
の
本
堂
の
裏
手
に
「
当

寺
開
基
島
田
氏
墓
所
」
と
し
て
築
地
塀
を
め
ぐ
ら
し
た
内
部
に
「
コ
の
字
」
形
に

三
八
基
の
墓
石
が
配
置
さ
れ
て
丁
寧
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
的

位
置
を
保
っ
て
は
い
な
い
。

　

島
田
氏
は
土
岐
頼
康
の
二
男
に
始
ま
り
、
利
秀
が
三
方
原
の
合
戦
に
浜
松
城
の

御
留
守
番
を
う
け
た
ま
わ
り
、
そ
の
の
ち
武
蔵
国
入
間
郡
坂
戸
の
郷
に
閑
居
し
、

慶
長
十
八
年
に
八
九
歳
で
没
し
て
坂
戸
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
法
名
は
永
源
で
あ
り

二
代
重
次
が
一
宇
を
建
て
て
永
源
寺
と
号
し
、
の
ち
代
々
葬
地
と
し
た
。
初
代
利

第３図　埼玉県坂戸市・永源寺
島田家墓所　



近
世
墓
標
の
一
形
態

二
九

秀
の
墓
石
は
配
置
図
中
の
19
の
宝
篋
印
塔
で
あ
り
、
正
面
中
央
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。

　

二
代
重
次
は
大
坂
の
役
に
供
奉
し
、
二
千
石
を
賜
っ
た
。
重
次
嫡
男
春
世
は
父

に
先
立
っ
て
寛
永
十
一
年
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
二
代
重
次
の
墓
石
は
18
の
宝
篋

印
塔
で
あ
る
。
二
代
重
次
の
子
の
成
重
、
直
時
、
利
氏
は
別
家
を
お
こ
し
、
五
男

利
正
が
三
代
を
継
い
で
い
る
。
こ
の
う
ち
永
源
寺
を
代
々
の
墓
所
と
し
た
の
は
宗

家
を
継
い
だ
利
正
系
と
、
別
家
の
利
氏
系
で
あ
る
。
三
代
利
正
の
男
子
は
、
宗
家

を
継
い
だ
利
世
の
ほ
か
の
四
人
は
い
ず
れ
も
別
家
を
興
し
た
。
こ
の
う
ち
永
源
寺

を
代
々
の
墓
所
と
し
た
の
は
利
香
系
、
利
木
系
、
利
直
系
で
あ
る
。

　

三
代
利
正
の
後
、
嫡
男
の
利
世
は
父
に
先
だ
っ
て
亡
く
な
り
、
孫
の
利
宣
が
四

代
を
継
い
で
い
る
。
四
代
利
宣
の
弟
の
利
喜
も
五
百
石
を
分
与
さ
れ
て
別
家
を
興

し
て
い
る
が
、
永
源
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
は
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
島
田
氏
諸
家
の
う
ち
、
永
源
寺
を
代
々
の
墓
所
と
し
た
の
は
宗
家
と

分
家
四
家
の
合
せ
て
五
家
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
五
家
の
歴
代
家
族
の
墓
石
の
う
ち

維
新
の
混
乱
期
を
経
て
遺
存
し
た
も
の
が
再
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
個

別
家
ご
と
の
対
応
確
認
は
困
難
で
あ
る
。

　

総
体
と
し
て
宝
篋
印
塔
か
ら
笠
付
方
柱
墓
標
へ
、
さ
ら
に
尖
頂
方
柱
墓
標
へ
の

変
遷
が
確
認
で
き
る
が
、
一
方
で
尖
頂
舟
形
墓
標
か
ら
の
形
態
的
変
遷
が
想
定
で

き
る
尖
頂
方
形
墓
標
が
宝
篋
印
塔
に
継
続
し
て
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宝
篋

印
塔
に
継
続
し
て
二
系
統
の
墓
石
が
造
立
さ
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

　

宗
家
で
確
認
で
き
る
墓
石
は
、
初
代
利
秀・

19
の
宝
篋
印
塔
、
二
代
嫡
男
春
世・

18
の
宝
篋
印
塔
の
み
で
あ
り
、
他
の
当
主
墓
石
は
確
認
で
き
な
い
。
分
家
で
は
二

代
重
次
か
ら
の
分
か
れ
で
あ
る
利
氏
系
で
四
～
九
代
に
至
る
墓
石
が
確
認
で
き
る
。

三
代
利
正
か
ら
の
分
か
れ
で
あ
る
利
木
系
の
二
代
利
由
の
墓
石・

16
に
は
笠
付
方

柱
墓
標
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
三
代
利
正
か
ら
の
分
か
れ
で
あ
る
分
家
の
利
香

系
で
は
初
代
～
七
代
の
墓
石
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
般
的
に
宝
篋
印
塔
に
起
源
し
た
旗
本
当
主
墓
石
は
笠
付
方
形
墓
標
に
墓
石
型

式
を
変
遷
す
る
事
例
が
多
い
が
、
島
田
家
墓
所
に
お
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
初

代
墓
石
の
宝
篋
印
塔
の
後
、
二
代
以
降
の
宗
家
当
主
の
墓
石
型
式
は
不
明
で
あ
る

が
、
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
に
没
し
た
五
代
利
廣
の
内
室
の
墓
石・

33
は
笠
付

方
形
墓
標
で
あ
る
。
こ
の
事
例
を
以
て
す
れ
ば
、
宗
家
歴
代
当
主
の
墓
石
型
式
は

笠
付
方
形
墓
標
で
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

宗
家
の
ほ
か
で
は
、
三
代
利
正
の
子
で
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
に
没
し
た
別

家
の
祖
で
あ
る
利
直
の
墓
石・

５
は
地
蔵
で
あ
る
が
、
正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年

に
没
し
た
利
直
の
子
の
分
家
二
代
政
信
の
墓
石・

35
は
笠
付
方
形
墓
標
を
採
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
没
し
た
別
家
の
祖
で
あ
る
利
直
の

兄
弟
の
利
近
の
墓
石・

23
は
笠
付
方
形
墓
標
で
あ
る
。

　

島
田
家
墓
所
に
特
徴
的
な
墓
石
型
式
と
し
て
、
墓
標
の
頂
部
が
尖
っ
た
尖
頂
方

形
墓
標
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
十
基
の
存
在
を
確
認
で
き
る
う
ち
最
古
の
年
代

を
確
認
で
き
る
の
は
、
三
代
利
正
か
ら
の
別
家
の
祖
と
な
っ
た
、
寛
文
十
二
（
一

六
七
二
）
年
に
没
し
た
利
香
の
墓
石・

９
で
あ
る
。

　

こ
の
利
香
系
別
家
で
は
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
に
没
し
た
二
代
政
輝
の
墓
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第４図　島田家・墓石



近
世
墓
標
の
一
形
態

三
一

石・

８
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）

年
に
没
し
た
四
代
正
壽
の
墓
石・

28
も
、
初
代
利
香
の
墓
石
と
同
じ

く
尖
頂
方
形
墓
標
を
採
用
し
て
い

る
。
四
代
正
壽
の
後
は
、
宝
暦
十

二
（
一
七
六
二
）
年
に
没
し
た
五

代
正
命
の
墓
石・

25
、
明
和
二
（
一

七
六
五
）
年
に
没
し
た
六
代
正
則

の
墓
石・

26
、
安
永
九
（
一
七
八

〇
）
年
に
没
し
た
七
代
政
則
の
墓

石・
27
は
い
ず
れ
も
笠
付
方
形
墓

標
で
あ
り
、
墓
石
型
式
の
変
遷
を

確
認
で
き
る
。

　

二
代
重
次
の
子
の
利
氏
に
始
ま

る
別
家
の
当
主
墓
石
に
も
尖
頂
方

形
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
利

氏
系
別
家
四
代
で
享
保
十
三
（
一

七
二
八
）
年
に
没
し
た
守
恒
の
墓・

12
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
に

没
し
た
五
代
和
氏
の
墓
石・

13
、

安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
没
し

た
和
氏
の
内
室
の
墓
石・

37
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に
没
し
た
六
代
利
廣
の

墓
石・

11
が
尖
頂
方
形
墓
標
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
と
同
時
期
の
墓
石
で
は
、
四
代
守
恒
の
養
子
の
利
章
の
墓
石・

24
は
笠

付
方
柱
墓
標
で
あ
り
、
五
代
和
氏
の
子
の
氏
以
の
墓
石・

６
と
、
氏
以
の
子
の
和

玄
の
墓
石・

２
は
尖
頂
方
柱
墓
標
で
あ
る
。
こ
の
墓
石
型
式
の
違
い
の
み
で
判
断

す
れ
ば
、
分
家
当
主
墓
石
に
尖
頂
方
形
墓
標
が
採
用
さ
れ
、
当
主
以
外
の
墓
石
に

異
型
式
の
墓
石
が
造
立
さ
れ
た
も
の
と
も
判
断
さ
れ
る
が
、
氏
以
の
内
室
の
墓
石・

36
が
尖
頂
方
形
墓
標
で
あ
り
単
純
で
は
な
い
。

　

島
田
家
墓
所
に
造
立
さ
れ
た
尖
頂
方
形
墓
標
は
、
本
体
高
さ
55
～
73
㎝
、
幅
20

～
28
㎝
、
厚
さ
15
～
19
㎝
と
、
年
代
の
下
降
に
従
っ
て
大
形
化
す
る
点
が
確
認
さ

れ
る
。
確
認
最
古
の
年
代
で
あ
る
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
か
ら
、
最
新
の
年

代
で
あ
る
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
に
至
る
一
五
八
年
間
の
墓
標
に
確
認
で
き

る
変
化
は
、
簡
略
化
の
変
遷
と
し
て
理
解
で
き
る
。

　

島
田
家
墓
所
に
造
立
さ
れ
た
尖
頂
方
形
墓
標
は
、
尖
っ
た
頂
部
の
下
に
幅
四
㎝

ほ
ど
の
直
線
状
の
額
部
を
突
出
さ
せ
て
お
り
、
年
代
の
下
降
に
従
っ
て
突
出
度
合

は
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
体
正
面
は
枠
を
も
っ
て
内
部
を
抉
る
例
が
古
く
、

寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
の
利
香
の
墓
石・

１
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
の

政
輝
の
墓
石・

２
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
の
政
壽
の
墓
石・

４
ま
で
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
以
降
で
は
抉
り
を
行
わ
ず
に
平
坦
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
１・
２・
４
は
ま
た
、
本
体
を
蓮
弁
表
現
の
基
礎
に
乗
せ
て
お
り
、
以
降
の
様
相

と
は
異
な
っ
て
い
る
。

戒　　名 年　　号 高さ 幅 厚さ
１ 高峯院殿法林一玄庵主覚霊 寛文12 1672 55㎝ 20㎝ 15㎝
２ 島田覚右衛門政睴 自照院殿一燈休山居士覐霊 宝永７ 1710 58㎝ 22㎝ 16㎝
３ 嶋田藤七郎源守恒 普門院殿實法常素居士覚位 享保13 1728 67㎝ 24㎝ 21㎝
４ 嶋田氏又四郎利壽 知覚正見居士 享保18 1733 56㎝ 22㎝ 16㎝
５ 嶋田庄五良和氏 源昌院雪山常清居士覚霊 宝暦９ 1759 68㎝ 24㎝ 21㎝
６ 嶋田虎之助源歳廣 安住院殿厚穄玄中居士 安永２ 1773 69㎝ 24㎝ 21㎝
７ 嶋田庄五郎和氏内室 永壽院殿蓮馨妙霆大姉 安永７ 1778 69㎝ 26㎝ 22㎝
８ 嶋田金之尉氏以内室 琳光院殿月桂妙照大姉 寛政６ 1794 71㎝ 44㎝ 21㎝
９ 嶋田庄五郎氏徳 修徳院殿謙堂譲翁居士 文政３ 1820 71㎝ 24㎝ 18㎝
10 智徳院殿仁山良努居士 文政13 1830 73㎝ 28㎝ 19㎝

第２表　永源寺・島田家墓所、墓石一覧
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三
二

　
４
に
先
立
つ
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
造
立
さ
れ

た
守
恒
の
墓
石・

３
は
表
面
平
滑
で
あ
り
、
４
と
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
は
、１・

２・

４
が
利
香
系
別
家
の
当
主

墓
石
で
あ
り
、
３
が
利
氏
系
別
家
の
当
主
墓
石
で
あ
る
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
え
る
。

　

以
上
、
島
田
家
墓
所
に
遺
存
し
た
墓
石
が
僅
少
で
あ
り
、

特
徴
的
な
尖
頂
方
形
墓
標
の
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
明
確

に
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
型
式
の
墓
石
使
用
が
宗
家
で
は

な
く
別
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
は
確
認
で
き
る
。
宗
家

当
主
墓
石
と
は
、
意
識
的
に
区
別
し
た
墓
石
型
式
で
あ
っ

た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

確
認
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
利
香
系
別
家
に
お
け
る
尖
頂

方
形
墓
標
の
採
用
は
、
４
の
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年

以
降
に
杜
絶
し
て
お
り
、
笠
付
方
柱
墓
標
に
変
遷
し
て
い

る
。

　

五
基
の
造
立
が
確
認
で
き
る
利
氏
系
別
家
で
は
、
安
永

二
（
一
七
七
三
）
年
の
利
廣
の
墓
石・

11
が
系
図
で
確
認

で
き
る
最
新
事
例
で
あ
る
が
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年

に
七
一
歳
で
没
し
た
氏
徳
の
墓
石・

９
も
氏
の
通
字
か
ら

利
氏
系
別
家
に
属
す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

島
田
家
墓
所
に
確
認
で
き
る
尖
頂
方
形
墓
標
の
形
態
的

第３表　島田家系図



近
世
墓
標
の
一
形
態

三
三

特
徴
は
、
頂
部
の
尖
出
と
本
体
上
部
の
直
線
状
の
額
部
の
突
出
、
さ
ら
に
本
体
表

面
の
抉
り
に
あ
る
。
い
ず
れ
の
要
素
も
、
江
戸
時
代
の
元
和
年
間
に
創
出
さ
れ
た

尖
頂
舟
形
墓
標
か
ら
の
継
受
と
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
尖
頂
舟
形
墓
標

に
認
め
ら
れ
る
半
円
形
の
突
出
す
る
額
部
造
形
は
横
方
向
の
直
線
状
と
な
り
、
舟

形
の
背
面
は
平
滑
に
転
化
し
て
い
る
。
島
田
家
墓
所
に
も
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）

年
の
尖
頂
舟
形
墓
標
が
存
在
す
る
も
の
の
、
以
降
の
造
立
は
確
認
で
き
ず
尖
頂
方

形
墓
標
へ
の
連
続
性
は
確
認
で
き
な
い
。
唐
突
に
、
完
成
し
た
墓
石
型
式
の
導
入

と
し
て
造
立
を
開
始
し
た
状
況
が
想
定
さ
れ
、
宅
間
家
墓
所
の
形
態
的
連
続
性
の

確
認
と
は
異
な
る
。

【
三
】　
新
座
市
：
平
林
寺
：
大
河
内
松
平
氏
墓
所（
６
）

　

松
平
信
綱
に
よ
り
家
運
隆
盛
を
極
め
た
大
河
内
松
平
氏
の
墓
所
は
、
新
座
市
の

平
林
寺
に
営
ま
れ
て
い
る
。
信
綱
は
関
東
の
天
領
を
支
配
し
た
、
羽
生
領
の
代
官

の
大
河
内
久
綱
の
長
男
と
し
て
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
に
生
ま
れ
、
久
綱
の
弟

正
綱
が
家
を
継
い
で
い
た
相
模
国
甘
縄
二
二
一
〇
石
の
城
主
で
あ
る
長
沢
松
平
家

の
養
子
と
な
っ
た
。
信
綱
は
家
光
の
小
姓
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、
寛
永
四
年
に
は

一
万
石
の
大
名
に
列
し
て
老
中
に
す
す
み
、
武
蔵
国
忍
三
万
石
か
ら
正
保
四
（
一

六
四
七
）
年
に
は
川
越
七
万
五
千
石
の
城
主
と
な
っ
た
。

　

元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
に
、
養
父
正
綱
に
実
子
正
信
が
生
ま
れ
た
の
で
長
沢

松
平
家
か
ら
別
に
家
を
興
し
、
大
河
内
松
平
氏
を
名
乗
っ
た
。
寛
文
二
（
一
六
六

二
）
年
に
六
七
歳
で
没
し
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
岩
槻
の
平
林
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

大
河
内
氏
と
平
林
寺
と
の
係
り
は
、
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
に
信
綱
の
祖
父

秀
綱
の
祖
母
を
葬
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
に

祖
父
秀
綱
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
に
父
久
綱
、
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
に

は
養
父
正
綱
が
葬
ら
れ
て
い
る
。
平
林
寺
は
、
信
綱
の
子
の
輝
綱
の
代
の
寛
文
三

（
一
六
六
三
）
年
に
、
埼
玉
郡
岩
槻
の
地
か
ら
新
座
郡
野
火
止
の
地
に
移
さ
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

大
河
内
松
平
家
の
墓
所
は
、
約
十
三
万
坪
の
広
さ
を
誇
る
平
林
寺
境
内
の
伽
藍

地
の
奥
に
、
約
三
千
坪
の
広
さ
の
墓
域
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
墓
域

の
中
に
大
河
内
松
平
氏
の
墓
所
が
、
家
ご
と
に
纏
ま
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

参
道
の
正
面
に
は
大
河
内
氏
の
祖
先
、
信
綱
の
祖
父
秀
綱
、
父
久
綱
、
養
父
正

綱
の
墓
石
と
し
て
の
大
形
五
輪
塔
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
並
列
し
て
信
綱

の
墓
所
が
、
基
壇
を
整
備
し
周
囲
に
燈
籠
を
配
し
た
拝
所
を
前
面
に
伴
っ
て
、
夫

婦
の
大
形
五
輪
塔
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
信
綱
の
墓
石
と
し
て
の
高
さ
八
尺
規
模

の
大
形
五
輪
塔
の
地
輪
正
面
に
は
「
河
越
侍
従
松
平
伊
豆
守
源
信
綱
／
松
林
院
殿

乾
徳
全
梁
大
居
士
／
寛
文
二
壬
寅
年
三
月
十
六
日
」
と
鐫
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

井
上
主
計
頭
正
就
の
女
で
あ
る
信
綱
室
の
墓
石
は
、
並
置
す
る
同
規
模
の
五
輪

塔
で
あ
り
、
そ
の
地
輪
正
面
に
は
「
源
姓
井
上
氏
／
隆
光
院
殿
太
岳
静
雲
大
姉
／

寛
永
十
三
丙
子
三
月
七
日
」
と
鐫
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
信
綱
墓
所
を
起
点
と
し
て
東
側
に
30
ｍ
以
上
に
及
び
並
列・

重
列
し
て
形

成
さ
れ
た
、
拝
所
を
伴
う
大
形
五
輪
塔
を
も
っ
て
す
る
規
格
化
さ
れ
た
墓
所
は
、

信
綱
の
子
孫
の
う
ち
、
輝
綱
に
始
ま
り
の
ち
三
河
国
吉
田
で
七
万
石
を
領
し
た
伊
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学
院
紀
要
　
三
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三
四

豆
守
家
の
墓
所
で

あ
る
。

　

信
綱
墓
所
の
西

側
、
大
河
内
氏
祖

先
の
墓
石
の
北
側

に
囲
い
を
も
っ
て

形
成
さ
れ
た
一
画

は
、
信
綱
の
養
父

正
綱
の
実
子
の
正

信
に
始
ま
る
、
上

総
大
多
喜
二
万
石

を
領
し
た
大
多
喜

家
の
墓
所
で
あ

り
、
伊
豆
守
家
墓

所
と
同
じ
く
八
尺

規
模
の
五
輪
塔
を

主
体
と
し
て
造
立

さ
れ
て
い
る
が
、

個
別
の
基
礎
を
構

え
な
い
点
に
お
い

て
格
差
を
明
示
し

て
い
る
。

　

大
多
喜
家
墓
所
の
奥
の
西
側
に
集
中
し
て
、
拝
所
を
伴
う
基
壇
を
整
備
し
た
一

群
の
墓
所
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
所
は
、
信
綱
の
子
の
信
興
に
始
ま
る
上

野
国
高
崎
で
八
万
二
千
石
を
領
し
た
右
京
大
夫
家
の
墓
所
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
は
、
伊
豆
守
家
墓
所
の
北
側
背
後
に
、
小
形
五
輪
塔
、
尖
頂
方
形
墓

標・

尖
頂
方
柱
墓
標
な
ど
を
採
用
す
る
二
列
に
形
成
さ
れ
た
一
群
の
墓
所
が
占
地

し
て
い
る
。
信
綱
の
子
の
信
定
に
始
ま
る
五
千
石
の
旗
本
別
家
の
墓
所
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
信
定
系
旗
本
家
の
西
北
側
に
は
、
小
形
五
輪
塔
と
笠
付
方
形
墓
標
を
主

体
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
信
綱
の
子
の
堅
綱
に
始
ま
る
千
石
の
旗
本
別
家
の
墓
所

が
造
営
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
信
定
系
旗
本
墓
所
の
奥
側
に
は
、
小
形
五
輪
塔
を
採
用
し
て
二
列
に
わ

た
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
七
一
〇
石
の
旗
本
で
あ
る
大
河
内
家
の
墓
所
が
造
営
さ
れ

て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
大
河
内
松
平
氏
と
し
て
纏
ま
っ
て
墓

所
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
家
格
に
従
っ
た
墓
所
造
営
が

実
践
さ
れ
て
お
り
、
七
万
石
の
伊
豆
守
家
と
八
万
二
千
石
の
右
京
大
夫
家
墓
所
は
、

基
壇
を
整
備
し
た
拝
所
を
伴
う
八
尺
規
模
の
大
形
五
輪
塔
、
二
万
石
の
大
多
喜
家

は
囲
い
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
た
区
画
内
に
八
尺
規
模
の
大
形
五
輪
塔
を
造
立
し
て

い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
七
一
〇
石
の
大
河
内
家
で
は
小
形
五
輪
塔
、
千
石
の
旗
本
の
堅

綱
系
別
家
の
墓
所
で
は
小
形
五
輪
塔
と
笠
付
方
形
墓
標
を
採
用
し
て
お
り
、
五
千

第５図　大河内松平氏墓所



近
世
墓
標
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形
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三
五

石
の
旗
本
の
信
定
系
別
家
の
墓
所
で
は
、
他
と
は
異
な
っ
た
尖
頂
方
形・

方
柱
墓

標
を
主
体
と
し
て
造
立
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
尖
頂
方
形・

方
柱
墓
標
を
主
体
と
し
て
造

立
し
た
、
五
千
石
の
旗
本
で
あ
る
信
定
系
別
家
墓
所
で
あ
る
。
別
家
初
代
松
平
信

定
は
信
綱
の
四
男
で
あ
り
、
母
は
井
上
主
計
頭
正
就
の
女
で
あ
る
。
寛
永
十
八
年

に
徳
川
家
綱
の
小
姓
と
な
り
、
正
保
二
年
に
伊
勢
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。
寛
文

二
年
に
父
の
遺
領
常
陸
国
新
治
郡
の
う
ち
に
お
い
て
五
千
石
を
分
与
さ
れ
て
い
る
。

享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
に
九
〇
歳
で
没
し
て
平
林
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

初
代
信
定
の
墓
石・

１
は
、
高
さ
48
㎝
を
測
る
二
段
の
基
壇
の
上
に
、
上
部
に

反
花
を
表
現
し
下
部
に
は
格
狭
間
内
に
縦
連
子
を
表
わ
し
た
幅
78
㎝
、
高
さ
32
㎝

の
基
礎
、
こ
の
上
に
高
さ
142
㎝
、
幅
56
㎝
、
厚
さ
55
㎝
の
墓
標
本
体
を
の
せ
た
、

総
高
は
222
㎝
（
八
尺
）
規
模
の
尖
頂
方
柱
墓
標
で
あ
る
。
墓
標
正
面
に
は
最
上
部

に
三
本
扇
の
家
紋
を
表
わ
し
、
こ
の
下
を
縦
長
長
方
形
に
抉
っ
て
俗
名
、
戒
名
、

没
年
を
鐫
刻
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
創
出
さ
れ
た
尖
頂
方
柱
墓
標
は
、
こ
の
信
定
墓
石
に
確
認
で
き
る

左
右
二
方
向
か
ら
の
頂
部
の
尖
出
で
は
な
く
、
前
後
左
右
の
四
方
向
か
ら
方
柱
の

中
心
部
を
尖
出
さ
せ
る
方
錐
状
の
頂
部
を
成
形
す
る
型
式
が
多
く
、
儒
者・

医
師

の
墓
石
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

信
定
を
初
代
と
す
る
五
千
石
の
旗
本
家
で
は
、
歴
代
当
主
が
こ
の
墓
石
型
式
を

継
続
し
て
造
立
し
て
お
り
、
特
徴
的
な
様
相
を
顕
示
し
て
い
る
。
更
に
当
主
以
外

の
墓
石
型
式
も
、
こ
の
初
代
信
定
の
墓
石
を
規
範
と
し
た
特
徴
的
な
墓
標
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
信
定
の
墓
石
表
面
に
は
「
従
五
位
下
松
平
伊
勢
守
入
道
栄
翁
源
信

定
／
勇
猛
院
殿
高
山
鐵
心
大
居
士
／
享
保
元
年
丙
申
十
二
月
八
日
」
と
鐫
刻
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
記
載
方
法
も
以
後
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

初
代
信
定
の
墓
石・

１
と
し
て
採
用
さ
れ
た
尖
頂
方
柱
墓
標
を
採
用
し
た
当
主

墓
は
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
八
四
歳
で
没
し
た
二
代
信
望
の
墓
石・

３
、

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
に
四
〇
歳
で
没
し
た
三
代
信
直
の
墓
石・

２
、
安
永
二

（
一
七
七
三
）
年
に
二
二
歳
で
没
し
た
四
代
信
睦
の
墓
石・

４
、
大
多
喜
家
か
ら
養

子
に
入
っ
て
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
二
七
歳
で
没
し
た
五
代
信
譲
の
墓
石・

５
、
旗
本
堅
綱
系
別
家
か
ら
養
子
に
入
っ
て
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
十
九
歳

で
没
し
た
六
代
信
敬
の
墓
石・

６
、
五
代
信
譲
の
子
で
七
代
を
継
ぎ
文
政
八
（
一

八
二
五
）
年
に
没
し
た
信
彌
の
墓
石・

７
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
に
没
し
た

八
代
信
寶
の
墓
石・

８
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
墓
標
本
体
の
高
さ
に
お
い
て
高
さ
142
～
150
㎝
、
幅
で
54
～
56
㎝
、
厚

さ
で
52
～
55
㎝
の
差
異
で
あ
り
、
同
型
式・

同
規
模
を
意
識
し
た
墓
石
の
造
立
状

況
を
確
認
で
き
る
。

　

大
名
家
で
あ
る
七
万
石
の
伊
豆
守
家
、
八
万
二
千
石
の
右
京
大
夫
家
に
お
い
て

は
、
歴
代
当
主
墓
に
並
列
し
て
同
規
模
の
大
形
五
輪
塔
を
当
主
室
の
墓
石
と
し
て

造
立
し
て
い
る
が
、
旗
本
信
定
系
別
家
で
は
異
な
っ
た
様
相
を
明
示
し
て
い
る
。

　

確
認
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
安
永
八
年
に
没
し
た
五
代
信
譲
の
墓
石・

５
と
、
天

保
八
（
一
八
三
七
）
年
に
没
し
た
信
譲
室
の
墓
石・

９
の
相
違
で
あ
る
。
系
図
に

よ
れ
ば
、
五
代
信
譲
の
妻
は
伊
東
山
城
守
祐
峯
の
女
と
確
認
で
き
る
。
９
は
高
さ
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108
㎝
、
幅
40
㎝
、
厚
さ
33
㎝
の
規
模
で
あ
り
、
５
と
比
較
す
る
と
高
さ
に
お
い
て

72
％
、
幅
に
お
い
て
74
％
、
厚
さ
に
お
い
て
62
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
当

主
室
の
墓
石
型
式
と
し
て
は
、
基
本
的
に
当
主
墓
石
型
式
と
同
型
式
を
採
用
す
る

も
の
の
、
規
模
に
お
い
て
違
い
を
明
示
し
て
い
る
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
は
、
５
の
幅
に
対
す
る
厚
さ
が
98
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
９
で
は
83
％
と
な

り
、
墓
石
本
体
の
厚
み
を
減
少
さ
せ
て
い
る
点
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
９
と
類
似
す
る
墓
石
は
10
で
あ
る
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
の
紀
年
銘
を

有
す
る
、
尖
頂
方
柱
墓
石
の
最
古
例
と
確
認
さ
れ
る
、
高
さ
99
㎝
、
幅
40
㎝
、
厚

さ
39
㎝
の
規
模
の
墓
石
で
あ
る
。
俗
名
お
よ
び
続
柄
は
不
明
で
あ
る
が
院
殿
大
姉

の
戒
名
で
あ
り
、
初
代
有
縁
の
子
女
の
墓
石
と
想
定
さ
れ
る
。

　
11
は
七
代
信
彌
子
女
と
続
柄
を
明
記
し
た
墓
石
で
あ
り
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）

年
の
紀
年
銘
を
刻
ん
だ
院
殿
大
姉
の
戒
名
を
有
す
る
、
墓
石
本
体
高
さ
108
㎝
、
幅

42
㎝
、
厚
さ
24
㎝
の
規
模
で
あ
る
。
厚
さ
は
幅
の
57
％
に
過
ぎ
ず
、
尖
頂
方
形
型

式
と
認
識
さ
れ
る
。
５・

９
の
相
違
を
当
主
と
当
主
墓
の
違
い
と
す
れ
ば
、
極
端

に
薄
い
11
は
子
女
ゆ
え
の
区
分
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

子
供
の
墓
石
型
式
と
し
て
は
、
二
類
の
異
な
っ
た
墓
石
の
造
立
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
①
は
板
状
の
石
材
の
上
部
に
三
角
形
の
屋
根
を
乗
せ
た
形
状
を
一

石
で
造
形
し
た
尖
頂
方
形
墓
石
で
あ
る
。
12
は
二
基
の
墓
石
を
同
一
の
基
礎
上
に

造
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
万
治
二
（
一
六
五
八
）
年
と
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年

の
紀
年
銘
が
確
認
で
き
、
寛
文
五
年
以
降
の
造
立
と
確
認
で
き
る
。
墓
石
本
体
高

さ
90
㎝
、
幅
32
㎝
、
厚
さ
14
㎝
の
規
模
で
あ
り
、
上
部
は
前
後
左
右
と
も
に
二
～

俗　　名 　戒　名 年　　号 高さ 幅 厚さ
１ 従五位下松平伊勢守入道栄翁源信定 勇猛院殿高山鐵心大居士 享保元 1716 142㎝ 56㎝ 55㎝
２ 従五位下松平對馬守源信直 陽光院殿春嶺惟芳大居士 宝暦６ 1756 142㎝ 54㎝ 54㎝
３ 従五位下松平駿河守入道長恵源信望 霊光院殿猷峰玄徽大居士 宝暦７ 1757 149㎝ 54㎝ 52㎝
４ 従五位下松平駿河守源信睦 本量院殿性峰自覺大居士 安永２ 1773 150㎝ 54㎝ 54㎝
５ 従五位下松平駿河守源信譲 眞珠院殿龍巖玄驪大居士 安永８ 1779 150㎝ 54㎝ 53㎝
６ 松平督三郎源信敬 高性院殿諦菴宗眞大居士 天明８ 1788 149㎝ 54㎝ 54㎝
７ 従五位下松平美作守源信彌 養徳院殿湛然常治大居士 文政８ 1825 148㎝ 54㎝ 54㎝
８ 松平八十八源信寶 凉源院殿秀巖慈泉大居士 文政10 1827 146㎝ 56㎝ 54㎝
９ 松平駿河守源信譲室 法樹院殿性室貞心大姉 天保８ 1837 108㎝ 40㎝ 33㎝
10 鶴壽院殿華岳元香大姉 寛文12 1672   99㎝ 40㎝ 39㎝
11 松平美作守源信彌子女 圓智院殿眞観浄照大姉 嘉永５ 1852 108㎝ 42㎝ 24㎝

12 玄苗童子 万治元 1658   90㎝ 32㎝ 14㎝
山腰夢宅童女 寛文５ 1665   90㎝ 32㎝ 14㎝

13 本覺深源童子 寛永10 1633 �  96㎝ 38㎝ 15㎝
14 海雲院殿性即慧空童子 延宝７ 1679 102㎝ 42㎝ 23㎝
15 智勝院殿松岩玄霊童子 延宝８ 1680 103㎝ 42㎝ 21㎝
16 陽岳院殿華村幻栄童子 天和２ 1682 101㎝ 42㎝ 21㎝
17 僊桂院殿鑑月宜圓大姉 天和２ 1682 103㎝ 42㎝ 22㎝
18 一穐高天童女 寛文６ 1678   97㎝ 40㎝ 21㎝
19 霊芳院殿俊岩紹英童子 延宝３ 1675 102㎝ 42㎝ 22㎝
20 雪草玄積童子 寛文９ 1669   95㎝ 40㎝ 20㎝
21 永心常光童子 寛文９ 1669   95㎝ 40㎝ 21㎝

第４表　大河内松平氏・信定系別家、墓石一覧
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四
㎝
張
り
出
し
て
い
る
。

　
13
は
同
型
式
の
墓
石
で
あ
り
、
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る

高
さ
96
㎝
、
幅
38
㎝
、
厚
さ
15
㎝
と
12
よ
り
は
や
や
大
き
い
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
型
式
の
墓
石
の
上
部
の
張
り
出
し
状
態
は
、
江
戸
時
代
初
頭
期
に
相
模
西

部
の
酒
匂
川
流
域
に
主
体
的
に
展
開
し
た
屋
弛
型
墓
標
に
類
似
し
て
い
る
。
現
状

で
は
相
互
の
関
連
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
所
産
年
代
の
一
致
は
あ
る
程

度
の
関
連
性
を
想
起
せ
し
め
る
。

　

子
供
の
墓
石
型
式
の
②
は
、
定
型
化
し
た
尖
頂
方
形
墓
石
を
確
認
で
き
る
。
基

礎
二
段
の
上
に
墓
石
本
体
高
さ
95
～
103
㎝
、
幅
40
～
42
㎝
、
上
部
が
薄
く
な
る
下

端
の
厚
さ
20
～
23
㎝
の
大
き
さ
で
あ
り
、
本
体
表
面
下
端
に
は
蓮
華
を
表
わ
し
て

い
る
。
造
立
年
代
は
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
～
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
至

る
十
四
年
間
で
あ
り
、
以
後
の
使
用
を
停
止
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
寛
文
九
年
と

延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
の
紀
年
銘
を
確
認
で
き
る
三
例
で
は
、
二
段
目
の
基
礎

の
表
面
に
蓮
華
文
を
表
わ
し
て
お
り
、
以
降
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
大
河
内
松
平
氏
墓
所
中
の
五
千
石
の
旗
本
で
あ
る
信
定
系
別
家
墓
所
に

確
認
で
き
る
墓
石
の
様
相
で
は
、
尖
頂
方
柱
型
式
を
家
格
に
従
っ
た
家
に
特
定
の

墓
石
型
式
と
し
て
確
立
し
て
、
当
主
墓
石
、
当
主
室
墓
石
、
子
女
墓
石
と
厳
格
に

区
分
し
て
継
続
造
立
さ
れ
た
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
四
】　
伊
勢
市
：
寒
松
院
：
藤
堂
家
墓
所（
７
）

　

伊
勢
津
藩
主
藤
堂
家
の
墓
所
は
、
津
市
寿
町
の
天
台
宗
寒
松
院
に
営
ま
れ
て
い

る
。
藩
祖
の
藤
堂
高
虎
は
、
弘
治
二
（
一
五
五
六
）
年
に
近
江
国
犬
上
郡
藤
堂
村

に
生
ま
れ
、
近
江
の
浅
井
氏
、
羽
柴
秀
吉
の
弟
の
秀
長
に
仕
え
た
後
、
秀
吉
に
よ

り
伊
予
板
島
で
七
万
石
の
大
名
と
な
っ
て
い
る
。
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
東
軍
に
従

い
軍
功
に
よ
り
今
治
二
〇
万
石
に
加
増
さ
れ
、
そ
の
後
伊
賀
一
国
と
伊
勢
八
郡
二

二
万
石
に
加
増
移
封
さ
れ
て
津
藩
主
と
な
っ
た
。
大
坂
の
役
後
に
は
三
二
万
石
に

加
増
さ
れ
、
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年
に
七
五
歳
で
亡
く
な
り
、
江
戸・

上
野
の

寒
松
院
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
戒
名
は
「
寒
松
院
殿
道
賢
高
山
権
大
僧
都
」
で
あ
り
、

「
院
殿・

権
大
僧
都
」
の
戒
名
は
歴
代
津
藩
主
に
継
受
さ
れ
て
い
る
。

　

津
の
寒
松
院
は
二
代
藩
主
高
次
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
昌
泉
院
が
始
り
で
あ
り
、

後
に
藩
祖
高
虎
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
そ
の
院
号
で
あ
る
寒
松
院
に
名
称
を

改
め
ら
れ
て
、
以
後
歴
代
藩
主
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。

　

藤
堂
家
墓
所
は
、
本
堂
の
西
側
に
初
代
か
ら
十
代
ま
で
の
津
藩
主
と
そ
の
家
族

の
な
ど
の
十
五
基
の
墓
石
が
造
立
さ
れ
て
お
り
、
本
堂
の
北
側
に
は
支
藩
で
あ
る

久
居
藩
の
藩
主
と
そ
の
家
族
の
墓
十
一
基
が
並
列
し
て
い
る
。

　

歴
代
津
藩
主
の
墓
石
は
、
初
代
高
虎
の
供
養
塔
、
高
虎
継
室・

松
壽
院
の
墓
石

を
は
じ
め
300
㎝
（
一
丈
）
規
模
の
大
形
五
輪
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
延
宝
四
（
一

六
七
六
）
年
に
没
し
た
二
代
高
次・

大
通
院
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
没

し
た
三
代
高
久・

了
義
院
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
に
没
し
た
四
代
高
睦・

大

亨
院
、
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
没
し
た
五
代
高
敏・

大
輪
院
と
、
明
和
七

（
一
七
七
〇
）
年
に
没
し
た
八
代
高
悠・

到
岸
院
の
墓
塔
が
大
形
五
輪
塔
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
藩
主
で
は
、
天
明
七
（
一
七
八
五
）
年
に
没
し
た
七
代
高
朗・

孝
譲
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院
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
没

し
た
九
代
高
嶷・

祐
信
院
、
文
政
七

（
一
八
二
五
）
年
に
没
し
た
十
代
高

兌・

誠
徳
院
の
墓
石
に
は
、
高
さ
208

㎝
～
236
㎝
（
七
～
八
尺
）
規
模
の
尖

頂
方
形
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

五
輪
塔
か
ら
尖
頂
方
形
墓
標
へ
の

墓
石
型
式
の
変
遷
は
、
支
藩
で
あ
る

久
居
藩
の
藩
主
墓
石
に
も
確
認
で
き

る
。
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
没

し
た
初
代
藩
主
藤
堂
高
通
は
二
代
津

藩
主
で
あ
る
高
次
の
次
男
で
あ
り
、

二
代
が
隠
居
し
て
三
代
高
久
に
家
督

を
譲
る
に
際
し
て
、
五
万
石
を
分
与

し
て
久
居
藩
を
立
藩
し
て
い
る
。
元

禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
五
四
歳
で

没
し
た
高
通
の
墓
石
は
、
本
家
津
藩

主
の
墓
石
と
同
規
模
の
300
㎝
（
一
丈
）

規
模
の
大
形
五
輪
塔
で
あ
る
が
、
戒

名
は
「
勝
光
院
殿
松
月
龍
吟
大
居
士
」

で
あ
り
、
本
家
津
藩
主
の
戒
名
の
「
院

殿・

権
大
僧
都
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

寒
松
院
に
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
四
二
歳

で
没
し
た
六
代
高
雅・

元
覚
院
、
安
永
六
（
一
七
六
二
）
年
に
没
し
た
九
代
高
興・

威
徳
院
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
に
没
し
た
十
代
高
衝・

徳
聚
院
、
寛
政
二
（
一

七
九
〇
）
年
に
没
し
た
十
一
代
高
矗・

顕
徳
院
の
墓
石
に
は
、
高
さ
200
㎝
（
七
尺
）

ほ
ど
の
中
形
五
輪
塔
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
に
は
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に
没
し
た
八
代
高
朶・

浄
心
院
、
文

政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
没
し
た
十
三
代
高
邁・

浄
国
院
、
嘉
永
四
（
一
八
五

一
）
年
に
没
し
た
十
四
代
高
秭・

光
徳
院
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
没
し
た

十
六
代
高
行・

常
久
院
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
没
し
た
十
五
代
高
聴・

浄

厳
院
の
墓
石
に
、
高
さ
126
～
154
㎝
（
四
～
五
尺
）
規
模
の
尖
頂
方
形
墓
標
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
藤
堂
家
墓
所
に
確
認
で
き
る
歴
代
藩
主
墓
石
の
変
遷
で
は
、
天
明
五
（
一

七
八
五
）
年
に
没
し
た
七
代
津
藩
主
で
あ
る
藤
堂
高
朗・

孝
譲
院
の
墓
石
造
立
が

契
機
に
な
っ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
１
と
し
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
段
の
基
礎
の
上
に
本
体
高
さ
236
㎝
、
幅
88
㎝
、
厚
さ
54
㎝
の
規
模
で
あ
り
、
総

高
は
360
㎝
（
一
丈
二
尺
）
を
測
る
。
本
体
の
幅
に
対
す
る
厚
さ
は
61
％
で
あ
り
、

方
形
の
部
類
に
属
す
る
。
頂
部
は
左
右
両
側
の
二
方
向
か
ら
尖
る
形
状
で
あ
り
、

本
体
表
面
は
枠
を
残
し
て
彫
り
込
み
、
上
部
は
額
状
に
三
㎝
ほ
ど
突
出
さ
せ
て
い

る
。

　

九
代・

十
代
の
墓
石
も
同
型
式
の
墓
石
を
採
用
し
て
い
る
が
、
本
体
高
さ
が
224

戒　　名 年　　号 高さ 幅 厚さ
１ ７代・高朗 孝譲院殿経山高倫権大僧都 天明５ 1785 236㎝ 88㎝ 54㎝
２ ９代・高嶷 祐信院殿清俊高節権大僧都 文化３ 1806 224㎝ 84㎝ 54㎝
３ 10代・高兌 誠徳院殿松巖高秀権大僧都 文政４ 1835 208㎝ 76㎝ 48㎝
４ ９代嫡男・高崧 謙光院殿貞明高□権少僧都 文政11 1828 200㎝ 76㎝ 54㎝
５ 分家８代・高朶 浄心院殿安住解脱大居士 享和１ 1801 154㎝ 58㎝ 40㎝
６ 分家13代・高通 浄國院殿慈忍皆空大居士 文政11 1828 150㎝ 58㎝ 40㎝
７ 分家14代・高柹 光徳院殿月醴翁大居士 嘉永４ 1851 152㎝ 58㎝ 41㎝
８ 分家15代・高聴 常光院殿榮樹簦委大居士 文久３ 1863 126㎝ 50㎝ 34㎝
９ 分家16代・高行 浄巖院殿慈海廣深大居士 安政６ 1859 154㎝ 58㎝ 41㎝

第５表　三重県津市・寒松院・藤堂家墓所、墓石一覧
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㎝
と
208
㎝
で
あ
り
徐
々
に
小
形
化
す
る
点
を
確
認
で
き
る
。
同
型
式
の
墓
石
は
、

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
没
し
た
九
代
嫡
男
の
墓
石
が
確
認
で
き
る
。
本
体

高
さ
200
㎝
で
あ
り
歴
代
藩
主
墓
と
遜
色
な
い
も
の
の
、
戒
名
は
「
院
殿・

権
少
僧

都
」
を
採
用
し
て
区
別
し
て
い
る
。

　

久
居
藩
主
の
墓
石
と
し
て
の
尖
頂
方
形
墓
標
は
、
二
段
の
基
礎
の
上
に
四
～
五

尺
規
模
の
本
体
を
の
る
も
の
で
あ
り
、
享
和
元
年
に
没
し
た
八
代
高
朶
の
墓
石
以

後
に
継
続
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
家
津
藩
主
の
墓
石
に
十
六
年
遅
れ
て
採
用

さ
れ
て
お
り
、
一
体
と
な
っ
た
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

墓
標
本
体
頂
部
の
形
状
と
上
部
の
額
状
の
突
出
は
、
容
易
に
尖
頂
舟
形
墓
標
と

の
類
似
を
想
起
さ
せ
る
も
の
の
、
寒
松
院
に
墓
石
と
し
て
出
現
す
る
に
至
る
直
接

的
系
譜
を
想
定
す
る
に
は
年
代
的
に
無
理
が
あ
り
、
確
立
し
た
墓
石
型
式
と
し
て

導
入
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

三　

尖
頂
方
形
墓
標
の
展
開

　

以
上
四
箇
所
の
旗
本・

大
名
墓
所
に
お
け
る
、
墓
石
特
異
型
式
と
し
て
の
尖
頂

方
形
墓
標
の
個
別
的
展
開
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
総
合
し
て
検

討
し
て
み
た
い
。

【
池
上
本
門
寺・

狩
野
家
墓
所
】

　

こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
し
た
尖
頂
方
形
墓
標
は
、
既
に
東
京
都
大
田
区
に
所
在

す
る
日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門
寺
境
内
墓
地
に
造
営
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
幕
府
の

奥
絵
師・

狩
野
家
の
類
例
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る（
８
）。

第６表　津藩主・久居藩主藤堂家系図
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室
町
時
代
の
絵
師
狩
野
正
信
に
始
ま
る
狩
野
家
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
幕
府

御
用
絵
師
と
し
て
、
二
百
石
の
旗
本
格
と
し
て
扱
わ
れ
て
隆
盛
を
極
め
た
。
江
戸

初
期
に
は
狩
野
光
信
と
孝
信
兄
弟
が
活
躍
し
、
孝
信
の
子
世
代
に
諸
家
に
分
立
し

て
い
る
。

　

守
信
（
探
幽
）
の
子
孫
が
鍛
治
橋
狩
野
家
、
尚
信
の
子
孫
が
木
挽
町
狩
野
家
、

安
信
の
子
孫
が
宗
家
と
し
て
中
橋
狩
野
家
と
称
さ
れ
、
木
挽
町
家
か
ら
別
家
し
た

浜
町
狩
野
家
を
含
め
た
四
家
が
奥
絵
師
と
し
て
画
壇
を
牽
引
し
た
。

　

こ
の
う
ち
絵
師
集
団
を
統
轄
す
る
存
在
が
触
頭
と
称
さ
れ
、
一
代
一
人
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
触
頭
の
変
遷
は
、
鍛
治
橋
家
の
初
代・

狩
野
探
幽
、
中
橋

（
宗
）
家
七
代
の
安
信
、
木
挽
町
家
二
代
の
常
信
、
中
橋
家
十
一
代
の
英
信
に
移
っ

た
後
、
木
挽
町
家
六
代
典
信
以
降
は
五
代
に
わ
た
っ
て
木
挽
町
家
に
限
定
さ
れ
た

状
況
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
狩
野
四
家
お
よ
び
関
連
の
墓
所
は
池
上
本
門
寺
境
内
に
造
営
さ
れ
て
お

り
、
旧
状
は
か
な
り
変
容
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
て
平
成
二

四
年
度
に
東
京
都
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　

狩
野
四
家
の
墓
石
の
う
ち
、
特
徴
的
な
尖
頂
方
形
墓
標
を
採
用
し
た
の
は
木
挽

町
狩
野
家
の
当
主
の
墓
石
の
み
で
あ
り
、
子
女
の
墓
石
は
円
頂
方
形
墓
標
が
主
体

を
な
し
て
お
り
、
厳
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
木
挽
町
狩
野
家
の
当
主
の

墓
石
は
、
亀
を
象
っ
た
基
礎
石
で
あ
る
亀
趺
を
伴
う
点
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
没
し
た
木
挽
町
狩
野
家
初
代
の
狩
野
尚
信
の
墓
石

は
宝
篋
印
塔
で
あ
り
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
に
没
し
た
鍛
治
橋
家
初
代
孝
信

の
墓
石
も
360
㎝
（
一
丈
二
尺
）
規
模
の
宝
篋
印
塔
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
元
和

九
（
一
六
二
三
）
年
に
没
し
た
中
橋
家
六
代
貞
信
の
墓
石
は
250
㎝
（
八
尺
三
寸
）

規
模
の
五
輪
塔
で
あ
り
、
江
戸
初
期
に
限
定
し
て
墓
塔
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

以
降
は
基
本
的
に
二
百
石
の
旗
本
当
主
墓
石
の
変
遷
に
相
応
し
く
笠
付
方
柱
墓

標
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
変
遷
の
中
で
木
挽
町
狩
野
家
当
主
墓
石
の
み
に
特
徴

的
な
亀
趺
を
伴
う
尖
頂
方
形
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

亀
趺
を
伴
う
尖
頂
方
形
墓
標
六
基
を
継
続
造
立
し
た
木
挽
町
狩
野
家
当
主
墓
石

は
、
劈
頭
を
な
し
た
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
没
し
た
二
代
常
信
墓
の
形
状
が

以
後
を
規
定
し
て
い
る
。
か
な
り
変
形
さ
れ
た
亀
趺
上
の
墓
標
本
体
は
、
高
さ
160

㎝
（
五
尺
三
寸
）、
幅
65
㎝
、
厚
さ
35
㎝
の
規
模
で
あ
り
、
頂
部
は
左
右
両
方
向
か

ら
尖
っ
て
お
り
数
㎝
額
状
に
突
出
し
、
本
体
は
枠
を
残
し
て
彫
り
窪
め
ら
れ
て
い

る
。
戒
名
は
「
常
心
院
法
印
古
川
道
雲
日
観
大
居
士
」
で
あ
る
。

　

享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
没
し
た
三
代
周
信
墓・

享
保
十
六
（
一
七
三
一
）

年
に
没
し
た
四
代
古
信
の
墓
石
は
と
も
に
本
体
高
さ
113
㎝
規
模
の
尖
頂
方
形
墓
標

で
あ
る
。
三
代
周
信
墓
の
形
状
は
二
代
常
川
墓
の
型
式
に
従
っ
て
い
る
が
、
四
代

古
信
墓
は
本
体
上
部
の
額
状
の
突
出
を
省
略
し
て
い
る
。
浜
町
か
ら
養
子
と
し
て

入
っ
て
早
死
に
し
た
五
代
玄
信
の
墓
石
は
、
唯
一
明
ら
か
に
格
下
の
墓
標
型
式
と

判
断
で
き
る
円
頂
方
形
型
墓
標
を
採
用
し
て
い
る
。

　

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に
没
し
た
六
代
典
信
の
墓
は
、
二
代
常
信
の
墓
石
型

式
を
写
し
て
お
り
、
木
挽
町
狩
野
家
の
中
興
の
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

文
化
十
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
没
し
た
七
代
惟
信
の
墓
石
、
文
政
十
一
（
一
八
二
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八
）
年
に
没
し
た
八
代
榮
信
の
墓
石
、

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
没
し
た

九
代
養
信
の
墓
石
は
、
と
も
に
規
模

を
縮
小
さ
せ
た
同
型
式
の
墓
石
を
採

用
し
て
い
る
。

　

池
上
本
門
寺
に
造
営
さ
れ
た
木
挽

町
狩
野
家
当
主
墓
石
の
造
形
的
特
徴

は
、
墓
標
本
体
は
上
記
し
た
津
市・

寒
松
院
の
藤
堂
家
墓
所
に
確
認
さ
れ

る
墓
石
型
式
と
同
一
で
あ
る
が
、
造

立
開
始
年
代
は
正
徳
三
（
一
七
一
三
）

年
と
七
二
年
先
行
す
る
点
を
確
認
で

き
る
。

【
各
墓
所
に
お
け
る
尖
頂
方
形
墓
標

の
比
較
検
討
】

　

墓
標
頂
部
を
左
右
二
方
向
か
ら
尖

ら
せ
る
造
形
的
特
徴
を
顕
示
す
る
尖

頂
方
形
墓
標
は
、
頂
部
の
尖
出
と
上

部
の
額
部
の
突
出
、
更
に
本
体
表
面

の
枠
を
残
し
て
の
彫
り
込
み
と
い
う

要
素
を
重
視
す
る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
江
戸
時
代
初
頭
の
元
和
年
間
の
創
出
と
確

認
で
き
る
、
頂
部
が
尖
出
し
、
上
部
に
半
円
形
の
額
部
を
突
出
さ
せ
、
背
面
を
舟

底
状
に
丸
く
仕
上
げ
た
尖
頂
舟
形
墓
標
と
の
型
式
的
連
続
性
が
容
易
に
想
起
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
具
体
的
に
明
示
す
る
資
料
は
、
横
浜・

三
佛
寺
の
宅
間
家
墓
所
の
様

相
で
あ
る
が
、
一
七
七
〇
年
例
で
墓
標
背
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
尖
頂
方
形
化
し

て
い
る
も
の
の
、
表
面
上
部
の
半
円
形
の
刳
り
込
み
を
維
持
し
て
お
り
他
例
と
は

相
違
し
て
い
る
。
こ
こ
に
確
認
で
き
る
墓
石
型
式
が
他
家
墓
所
の
墓
石
型
式
に
影

響
を
与
え
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
特
定
旗
本
家
固
有
の
墓
石
型
式
と
し
て
の

保
持
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

本
体
上
部
が
突
出
す
る
尖
頂
方
形
墓
標
の
造
形
は
、
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）

年
を
初
現
年
代
と
す
る
坂
戸
市・

島
田
家
墓
所
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
で

は
頂
部
の
下
に
幅
五
㎝
程
度
で
横
に
直
線
状
に
突
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
的

様
相
を
保
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
型
式
の
墓
石
は
島
田
本
家
で
は
な
く
分
家

特
有
の
墓
石
型
式
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
で
き
、
こ
れ
ま
た
他
に

影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
他
か
ら
の
影
響

に
よ
っ
て
島
田
家
の
墓
石
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

　

大
河
内
松
平
氏
の
信
定
系
旗
本
家
に
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
享
保
元
（
一
七

一
六
）
年
に
没
し
た
初
代
信
定
の
墓
石
と
し
て
造
立
さ
れ
た
尖
頂
方
柱
型
墓
標
が

以
後
の
歴
代
当
主
の
墓
石
型
式
を
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
格
狭
間
内
を
縦
連

子
で
充
填
す
る
基
礎
上
の
墓
標
本
体
は
、
高
さ
142
㎝
、
幅
56
㎝
、
厚
さ
55
㎝
の
方

墓石型式 年　　号 高さ 幅 厚さ
１ 狩野主馬尚信 宝篋印塔 元和４ 1650
２ 狩野養朴常信 尖頂方形墓標 正徳３ 1713 160㎝ 65㎝ 35㎝
３ 狩野如川周信 尖頂方形墓標 享保13 1728 113㎝ 47㎝ 23㎝
４ 狩野榮川古信 尖頂方形墓標 享保16 1731 113㎝ 47㎝ 31㎝
５ 狩野愛川玄信 円頂方形墓標 享保16 1731   97㎝
６ 狩野栄川院典信 尖頂方形墓標 寛政２ 1790 160㎝ 65㎝ 35㎝
７ 狩野養川院惟信 尖頂方形墓標 文化５ 1808 135㎝ 55㎝ 30㎝
８ 狩野伊川院榮信 尖頂方形墓標 文政11 1828 132㎝ 57㎝ 30㎝
９ 狩野晴川院養信 尖頂方形墓標 弘化３ 1846 135㎝ 57㎝ 32㎝

第７表　池上本門寺：木挽町狩野家墓所、墓石一覧
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柱
型
式
で
あ
り
、
歴
代
当
主
の
墓
石
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
他
例
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
、
墓
標
本
体
の
幅
と
厚
さ
が
ほ
ぼ
等
し
い
方
柱
型
式
を
採
る
点
で
あ
り
、

子
女
の
墓
石
は
厳
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

初
代
信
定
の
墓
石
に
先
行
す
る
尖
頂
方
柱
型
墓
標
は
、
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）

年
の
紀
年
銘
を
有
す
る
本
体
高
さ
99
㎝
、
幅
40
㎝
、
厚
さ
39
㎝
の
規
模
の
院
殿
大

姉
の
戒
名
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
続
柄
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
初
代
有
縁
の

子
女
の
墓
石
と
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
体
表
面
の
刳
り
込
み
に
顕
著
な
差

異
を
有
す
る
も
の
の
、
こ
の
墓
石
に
よ
っ
て
初
代
信
定
の
墓
石
の
基
本
が
確
定
し

た
も
の
と
も
想
定
さ
れ
る
。
本
家
の
大
名
家
と
は
異
な
っ
た
墓
石
型
式
を
意
識
的

に
採
用
し
た
結
果
と
判
断
で
き
る
。

　

こ
の
寛
文
十
二
年
の
院
殿
大
姉
の
戒
名
を
有
す
る
尖
頂
方
柱
型
墓
標
は
、
同
時

期
に
造
立
さ
れ
た
子
女
の
墓
石
と
は
墓
標
本
体
の
幅
と
厚
さ
に
顕
著
な
差
を
有
す

る
も
の
の
、
正
面
観
が
一
致
し
て
い
る
。
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
か
ら
天
和
二

（
一
六
八
二
）
年
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
八
基
の
子
女
の
墓
石
は
、
高
さ
95
～
103
㎝

規
模
の
本
体
上
部
の
厚
さ
を
減
じ
た
尖
頂
方
形
墓
標
で
あ
り
、
本
体
下
端
に
蓮
華

文
を
陽
出
す
る
点
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
墓
標
本
体
頂
部
の
尖
っ
た
墓
標
型
式
の

同
規
模
例
と
し
て
の
造
立
で
あ
り
、
正
面
の
刳
り
込
み
も
類
似
す
る
。

　

従
っ
て
大
河
内
松
平
氏
の
信
定
系
旗
本
家
の
墓
石
は
、
先
行
す
る
二
段
階
の
墓

石
型
式
の
変
遷
の
結
果
と
し
て
初
代
信
定
の
墓
石
型
式
が
確
定
し
た
も
の
と
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
確
認
で
き
る
事
実
は
、
尖
頂
型
式
の
墓
石
の
端

緒
が
寛
文
年
間
に
遡
及
す
る
点
で
あ
る
。

　

信
定
系
旗
本
家
の
墓
石
に
は
、
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
の
紀
年
銘
を
有
す
る

特
徴
的
な
子
女
の
墓
石
が
造
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
石
も
頂
部
を
尖
ら
せ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
墓
石
型
式
で
は
、
方
形
本
体
上
部
の
三
角
形
を
呈
す
る
屋
根
部

分
は
前
後
左
右
と
も
に
方
形
本
体
を
か
ら
張
り
出
し
て
お
り
、
直
接
的
に
尖
頂
方

形
墓
標
に
連
接
す
る
墓
石
型
式
と
は
見
做
し
難
い
。

　

同
型
式
の
墓
石
と
し
て
は
、
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
と
寛
文
五
（
一
六
六
五
）

年
の
紀
年
銘
を
有
す
る
並
列
墓
が
確
認
さ
れ
、
寛
文
年
間
ま
で
の
造
立
が
継
続
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
に
検
討
し
た
大
名・

旗
本
家
墓
所
に
於
け
る
尖
頂
型
式
の
墓
石
の
ほ
か
、

同
型
式
の
墓
石
が
近
世
儒
者
の
墓
石
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ

る
。
儒
教
、
特
に
近
世
に
新
た
に
伝
わ
っ
た
朱
子
学
は
幕
府
に
よ
っ
て
封
建
支
配

の
た
め
の
思
想
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
藤
原
惺
窩
の
弟
子
で
あ
る
林
羅
山
が
徳
川

家
康
に
仕
え
、
以
来
、
林
家
が
大
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
幕
府
の
文
教
政
策
を
統
制

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

埋
葬
に
お
け
る
儒
教
の
影
響
、
す
な
わ
ち
儒
葬
も
有
力
大
名
で
採
用
さ
れ
て
お

り
、
遺
骸
を
埋
葬
し
た
上
に
円
丘
を
築
造
し
石
碑
を
造
立
し
た
定
型
し
た
様
相
が
、

水
戸・

徳
川
家
、
岡
山・

池
田
家
、
阿
波・

蜂
須
賀
家
な
ど
に
顕
著
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
儒
者
の
墓
石
と
し
て
は
尖
頂
型
式
の
墓
石
が
全
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
円

頂
方
柱
型
式
の
墓
石
が
勝
っ
て
い
る
。
儒
者
の
墓
石
と
し
て
の
尖
頂
型
式
の
墓
石

は
、
林
羅
山
の
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
を
嚆
矢
と
し
て
お
り
、
以
後
は
儒
者
の
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を
基
本
と
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各
地
に
拡
散
し
た
如
く
に
看
取
さ
れ
る（
９
）。

四　

ま
と
め

　

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
大
河
内
松
平
氏
の
信
定
系
旗
本
家
の
墓
石
で
は
、
寛
永

年
間
に
遡
っ
て
墓
標
本
体
の
頂
部
を
二
方
向
か
ら
尖
ら
せ
た
型
式
の
墓
標
が
造
立

さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
最
古
例
と
認
識
で
き
る
。
次
い
で
や
や
時
間
的
懸
隔
を

有
し
て
、
寛
文
年
間
に
同
じ
型
式
の
墓
石
の
造
立
を
確
認
で
き
る
。
寛
文
年
間
は

墓
石
造
立
の
風
が
庶
民
に
も
及
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
そ
の
墓
石
型
式
は
江
戸
時
代

に
な
っ
て
創
出
さ
れ
た
尖
頂
舟
形
墓
標
が
主
体
を
占
め
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
尖
頂
方
形
な
い
し
は
方
柱
墓
標
の
現
出
を
、
下

位
階
層
に
普
及
し
た
尖
頂
舟
形
墓
標
と
の
峻
別
を
意
識
し
た
、
墓
石
に
表
出
さ
れ

る
階
層
区
分
の
実
践
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
に
儒
者
の
墓
石
と
し
て
の
尖
頂
方
形
墓
標
が
関
連
す
る
が
、
尖
頂
型
式
の

墓
標
は
儒
者
の
墓
石
と
し
て
の
定
型
化
に
先
行
し
て
現
出
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
さ
ら
に
は
確
実
に
先
行
し
て
展
開
し
た
、
額
を
も
っ
て
造
形
し
た
頂
部
の
尖
っ

た
屋
弛
型
墓
標
の
展
開
を
勘
案
す
る
と
、
儒
者
の
墓
石
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
当

た
っ
て
形
態
を
企
画
し
た
点
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　

各
地
の
大
名・

旗
本
墓
の
墓
石
型
式
と
し
て
尖
頂
型
式
墓
標
が
採
用
さ
れ
た
背

景
に
、
当
該
期
の
葬
法
に
影
響
を
与
え
た
儒
葬
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
。

　

関
東
各
地
所
在
の
旗
本
墓
所
に
お
け
る
歴
代
当
主
墓
の
変
遷
で
は
、
当
初
主
体

を
占
め
た
宝
篋
印
塔
の
造
立
は
禄
高
四
千
石
以
下
で
は
規
制
を
う
け
て
停
止
せ
ら

れ
、
代
わ
っ
て
明
暦
～
寛
文
年
間
に
笠
付
方
柱
墓
標
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

旗
本
墓
所
に
お
け
る
墓
石
型
式
の
変
遷
は
、
当
然
に
身
分
秩
序
に
従
っ
た
規
制

の
結
果
と
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
身
五
千
石
旗
本
家
に
お
け
る
特
異
墓

石
型
式
の
採
用
も
、
一
連
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

寛
文
年
間
に
は
、
旗
本
島
田
家
墓
所
に
お
い
て
も
尖
頂
方
形
墓
標
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
や
や
遅
れ
て
正
徳
年
間
に
は
狩
野
家
で
も
独
特
な
形
状
の
尖
頂
方
形
墓

標
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
墓
石
秩
序
の
確
立
を
瞥
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
墓
石
型
式
の
主
体
を
占
め
て
は
い
な
い
も
の
の
一
翼
を

担
う
存
在
と
し
て
の
尖
頂
方
形
墓
標
の
創
出
と
理
解
で
き
よ

う
。

　

伊
勢
津
藩
主
で
あ
る
藤
堂
家
墓
所
に
お
け
る
様
相
は
、
別

儀
と
認
識
さ
れ
る
。
多
く
の
大
名
墓
は
将
軍
家
を
最
高
位
と

す
る
秩
序
の
も
と
で
特
定
の
家
に
固
有
の
近
世
墓
石
型
式
を

確
立・

維
持
し
て
お
り
、
特
定
の
大
名
墓
の
事
情
に
よ
る
墓

第10図　儒者の墓石
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石
型
式
の
変
遷
と
理
解
さ
れ
る
。

　

大
名
墓
所
に
お
け
る
変
遷
は
、
阿
淡
二
州
太
守
の
徳
島
藩
主
二
五
万
七
千
石
蜂

須
賀
家
墓
所
で
も
確
認
で
き
る
。
蜂
須
賀
家
の
菩
提
寺
は
、
二
代
藩
主
忠
英
以
来

臨
済
宗
興
源
寺
で
あ
っ
た
が
、
十
代
藩
主
重
喜
が
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
に
万

年
山
に
儒
式
墓
所
を
開
設
し
て
い
る
。
仏
式
か
ら
儒
式
に
葬
儀
を
変
え
た
結
果
と

し
て
の
墓
所
の
変
遷
を
確
認
で
き
る
事
例
で
あ
る
（
（1
（

。
と
も
に
稀
有
な
事
例
と
し
て

認
識
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
異
な
墓
石
型
式
で
あ
る
尖
頂
方
形
（
柱
）
墓
標
の
創
出
の
時
期

を
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
が
、
出
現
に
至
る
具
体
的
な
造
形
的
変
遷
、
型
式
拡
散
の
様

相
の
把
握
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
今
後
に
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
を
草
す
る
に
当
た
り
、
以
下
の
方
々
に
ご
協
力
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
し

た
い
。
中
山　

晋
、
足
立
佳
代
、
本
間
岳
人
、
紺
野
英
二
、
吉
田
奈
央
、
村
山　

卓
、
砂
生
智
江
、
池
田
奈
緒
子
、
上
野
優
真
、
神
林
幸
太
朗
、
大
塚
美
沙
登　
（
順

不
同・

敬
称
略
）

註

（
１
）
池
上　

悟
「
近
世
墓
石
の
諸
相
」『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
第
四
〇

号　

平
成
十
四
年

（
２
）
池
上　

悟
『
東
日
本
に
お
け
る
近
世
墓
石
の
調
査
』（
立
正
大
学
仏
教
考
古
学
基

金
平
成
二
三
年
度
助
成
研
究
報
告
）　

平
成
二
四
年

（
３
）
本
間
岳
人
「
近
世
大
名
墓
所
の
標
識
」『
近
世
大
名
墓
所
要
覧
』　

平
成
二
二
年

（
４
）
池
上　

悟
『
東
日
本
に
お
け
る
近
世
墓
石
の
調
査・

２
ー
近
世
旗
本
墓
所
に
お
け

る
墓
石
の
変
遷
ー
』（
立
正
大
学
仏
教
考
古
学
基
金
平
成
二
四
年
度
助
成
研
究
報
告
）　

平
成
二
五
年

（
５
）（
４
）
に
同
じ

（
６
）
平
林
寺
『
平
林
寺
』
平
成
二
一
年

（
７
）
駒
田
利
治
「
東
海
」『
近
世
大
名
墓
の
世
界
』（
季
刊
考
古
学・

別
冊
20
）　

平
成

二
五
年

（
８
）
本
間
岳
人
「
近
世
御
用
絵
師・

狩
野
家
の
墓
標
変
遷
と
そ
の
背
景
」『
考
古
学
の

諸
相
Ⅱ
』
平
成
十
八
年

（
９
）
大
塚
先
儒
墓
所
保
存
会
『
大
塚
先
儒
墓
所
保
存
会
報
告
書
』　

大
正
四
年

	

鶴
田
勢
湖
「
大
塚
先
儒
墓
所
１・

２・

３
」『
墓
蹟
』
第
二
～
四
号　

大
正
十
五
年

	

東
京
市
公
園
課
「
大
塚
先
儒
墓
所
の
沿
革
」『
掃
苔
』
第
二
巻
第
二
号　

昭
和
八
年

	

松
原
典
明
『
近
世
大
名
墓
制
の
考
古
学
的
研
究
』
平
成
二
四
年

（
10
）
三
宅
良
明
「
四
国
」『
近
世
大
名
墓
の
世
界
』（
季
刊
考
古
学・

別
冊
20
）　

平
成

二
五
年


